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 今後の会の発展へ議論を重ねる 1 年に 
「豊かな狛江をつくる市民の会」共同代表	 	 矢野	 裕 

皆さん、お健やかに新年をお迎えでしょうか。

昨年は世話人の方がたを中心に、市民が主役の

まちづくり、国政転換など各分野でご奮闘いた

だきありがとうございました。	

	

松原市長は 18年に市民の参加と協働を発展さ

せ「日本一やさしい狛江」を築くと訴え初当選

しましたが、時を重ねるごとに、市民との協働

のまちづくりに背を向け、自公政権や小池都政

への追随を強めてきました。議会のチェック機

能が弱まるなかで、そこに異議を申立て、市民

の声を市政に届ける「豊かな会」の役割はます

ます重大になっています。	

	

昨年の総選挙では自公政権が少数与党となり、

改憲勢力は改憲発議に必要な 3 分の 2 の議席を

割り込みました。すでに衆院憲法審査会座長に

は立憲民主党議員が就任するなど、安倍・菅・

岸田・石破と歴代政権が最重点にすえた 9 条改

憲をくいとめることが可能となっています。ま

た野党が一丸となれば衆院で多数派を形成でき

る状況となり、国民不在の政治ストップという

新たな局面も生まれています。	

もちろん政権側では一部野党の取り込みを画

策するなど、国政転換にはまだ多くの壁や課題

が残されています。だからこそ国会の動きに任

せるのではなく、政権交代に向けた市民運動を

多彩に繰り広げ、共同を創造的に発展・強化さ

せる活動があらためて求められています。新し

い政治実現を狛江からも発信するために、市内

で唯一総合的な草の根運動を積み重ねてきた

「豊かな会」こそが、その先頭に立たなければ

なりません。	

	

私は、今年の課題として２つの議論を期待し

ています。1 つは、会の世代継承をおこなうため

にどう取り組んでいくのかです。2 つめに現在の

「豊かな会」には目的や役割の異なる運動が混

在しています。	

政治革新の国民運動を進める革新懇、政治転

換を願う市民と立憲野党の共同をめざす市民連

合、狛江での市民派市政復活をめざす市長選の

選挙母体、そして各分野の要求実現の運動体。

これらを狛江で一手に引き受けているのが実状

です。	

このままでいくのか。新たな住み分けをすべ

きなのか。どちらが将来の発展につながるか簡

単に結論は出せませんが、ぜひこの２つの問題

意識を共有しながら議論を重ねていくことを心

から願い、新春のあいさつといたします。
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  狛江市議会 2024 年第 4 回定例会
11月 25日から第4回定例会が開催されています。	

日本共産党狛江市議団は 12 月 4 日に 4人全員が

一般質問をしました。宮坂良子議員は「健康保

険証の廃止撤回」や「補聴器助成制度の拡充」

などを提案。西村あつ子議員は「子どもの医療

費の無償化」や「高等教育への支援」、「闇バイ

トの撲滅」などを提案しました。荒木議員は「市

民や事業者への新たな支援」や「難聴学級の設

置」、市民参加と市民協同の推進に関する基本条

例について質問しました。岡村議員は、狛江市

のまちづくりについて狛江駅南口や和泉多摩川

駅周辺、都市計画道路について質問しました。	

PFAS の質問では、西河原公民館地下１階消火

ポンプ室にある泡消火剤に副生 PFOA が含まれて

いることが明らかになり、「PFAS の含まれていな

いものにするべき」という質問に対し、環境部

長は「対応を検討していきたい」と前向きに答

弁しました。地下水を狛江市が独自に調査する

ことを提案し市長の見解を求めました。これま

では「都や国の動向を注視していきたい」とい

う答弁でしたが、今回の質問で市長は初めて「対

策の検討」と前向きの答弁をしました。	

	 昨年の第２回定例会に続き自衛隊との連携に

ついても質問をしました。狛江市は高校３年生

世代の約 600 人と大学３年生世代約 800 人の「氏

名，生年月日，性別，住所」を CD-ROM で自衛隊

に提供していました。データでの提供は多摩 26

市で 2 自治体のみでした。その為データでの提

供はやめるべきと指摘してきましたが、今回の

質問では、市民課で名簿の閲覧はしているもの

の、今年度からデータでの提供が行われていな

いことが明らかになりました。	

	 また、10 月 27 日に行われた防災フェアにおい

て、自衛隊のブースで市民にＶＲ（ヴァーチャ

ルリアリティ）を活用し、市民に対し戦車の射

撃体験をさせていたことが明らかになりました。

日本共産党狛江市議団は市長に対し 11 月 7日に

要請書を提出していますが、改めて一般質問で

も取り上げました。	

	 戦車は戦争に使う道具です。ガザ地区では戦

車による砲撃により多くの命が奪われており、

子どもや市民の皆さんに楽しんでもらうもので

はないこと。災害救助で頑張る自衛隊は否定し

ないが、防災について学ぼうと多くの市民が集

まる防災フェアや防災訓練の中で災害救助とは

違う自衛隊の姿を PR するのは違うこと。防災に

ついて、命を守ることを学びに来た、子どもや

市民の皆さんに戦車の射撃体験をさせることは、

あってはならないことなどを指摘し市の見解を	

問うとともに、今後、防災訓練や防災フェアの

ブースは防災に関係あることのみにすべきと市

の考えを糺しました。総務部長は「指摘の内容

も含め、協力いただく内容については随時協議、

調整しながら、市民の皆様の安心安全確保や狛

江市の減災につなげられるよう進めてまいりた

い」と答弁しました。	

	 最終日(12月25日)には荒木議員が提案した事

業者への支援を含む補正予算が提案される予定

です。来年も市民の皆さんの声を市政に届け、

実現できるよう頑張ります。お気軽にご要望を

お寄せください。

    防災フェアでの自衛隊戦闘 VR体験に抗議

＜新婦人狛江支部＞ 11月 27日 
防災に名を借りた子どもたちへの戦争擬似体

験提供に抗議します	

	 私たち新日本婦人の会は、子どもたちが戦争に

駆り出され、武器を持って人を殺し、殺されるこ

とが決してあってはならないと考えます。	
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	 ところが 10 月 27 日に狛江市主催で「防災につ

いて楽しく学び、体験できる」と銘打った防災フ

ェアでは、自衛隊のブースで迷彩服を着た隊員の

案内で、「戦闘機・戦車・パラシュート降下体験」

の VR（ヴァーチャルリアリティ）体験が行われま

した。また子ども用迷彩服を着て自衛隊車両に乗

車することも行われていました。これは防災とは

全く関係のない自衛隊の広報活動であり、戦闘行

為を推奨するものです。	

	 狛江市は平和都市宣言で『「日本国憲法」の前

文と世界の恒久平和を達成するという精神およ

び第９条に記された「戦争の放棄、交戦権の否認」

を、狛江市および狛江市民の行動原理として高く

掲げたい』と謳っています。	

	 この点からも、今回のような防災に名を借りて

子どもたちに戦争の疑似体験をさせることは許

されません。このような自衛隊ブースを認めたこ

とに強く抗議するとともに、今後このようなこと

のないよう行事の内容について吟味されるよう

要望します。	

	

＜松原市長回答＞	 12月17日	

	 今年度の狛江市総合防災訓練は、１月に発生し

た能登半島地震等によって高まっている市民の

防災意識を具体的な防災行動に繋げるため、体

験型コンテンツを数多く取り入れ、「防災フェア」

と称してイベント形式で実施しました。	

	 今回は、従来の避難所運営訓練等で訓練主体

になりにくかった子育て世代をメインターゲ

ットとし、市民が防災に触れるきっかけを提

供することを意識しながら企画するととも

に、一人ひとりの自助に関する基礎的な知識・

経験の習得促進を主な目的としました。	

	 防災訓練等における関係機関に参加いただく

目的は、まず、狛江市で大きな災害が発生した

ときに、各関係機関がどのように動き、どの

ような形で狛江市と連携するのか、各機関の

役割や市へ支援いただく内容等をわかりやすく

お伝えする場と考え、毎回のテーマに基づき、

市から参加依頼を行っています。	

	 あわせて、各関係機関がどのような業務を所

掌し、普段はどのような活動を行っているのか

等を市民の皆様に	PR いただく機会でもあると捉

えていますので、防災と直接関連しない内容が

含まれ得ることも想定しているところです。	

	 今後も防災訓練など市の防災事業については、各

防災関係機関に様々な形で参加のご協力をお願い

したいと考えています。その際は、訓練等の主

眼である、自助や共助の強化につながるような

ものを主として企画しますが、ご指摘の内容も

含め、協力いただく内容については随時協議、

調整しながら、市民の皆様の安心安全確保や狛江

市の減災につなげられるよう進めます。	

	

＜全く回答になっていません！＞	

回答は市長名ですが、総務部安心安全課から送ら

れてきました。全国の自治体で、学校の防災教育

に名を借りて自衛隊の加入パンフレットが配ら

れているそうです。これからもしっかり監視し、

声を上げていく必要を感じます。	

	

＜原発と気候危機を考える会＞	12月17日		

防災フェアでの自衛隊による”戦争体験”に抗議し、

今後の市の行事に自衛隊を参加させないよう求めます	

	 10月27日、狛江市主催の防災フェアに自衛隊が

参加し、「戦闘機・戦車・パラシュート降下体験」

のヴァーチャルリアリティ体験が行われました。

また子ども用迷彩服を着せて自衛隊車両に乗車

することも行われていました。案内する隊員は戦

争用の迷彩服姿でした。	

	 防災フェアは「防災について楽しく学び、体験

できる」ことを目的と銘打っていました。戦闘機

や戦車を操縦することが防災と無関係なことは明

らかです。防災に名を借りた自衛隊の戦闘行為を

子どもに体験させ、宣伝し、戦争する国づくりの

地ならしをするものです。市はこうした自衛隊の

戦争に向けた宣伝行為に手を貸したことになり、

「狛江市平和都市宣言」に反しており、厳しく抗

議します。	

	 私たちは、原発は必ず事故を起こす、起こせば

空間的・時間的に途方もない被害をもたらすこと

を福島原発事故で学びました。原発のない社会を

求めるとともに、同時に核兵器のない社会、平和

な社会を求めています。	

	 2015年の安保法制により集団的自衛権を有し、

しかも敵基地攻撃が可能とする軍事力を備えよう

としている自衛隊は明らかに憲法９条に違反して

いる違憲状態にあります。自衛隊は災害が起きた

ときの救助がその本務ではないことは明らかです。	

	 市が戦争する国づくりに手を貸さず、防災フェ

アに名を借りた自衛隊参加を認めず、自衛隊への

生徒名簿の引き渡し等に応じず、「狛江市平和都

市宣言」に基づいた平和活動を遂行するよう求め

ます。	
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健康保険証残せ! 市民要求の実現を! 
第 12 回こまえ社保協総会

	

	 12	月７日（土）、第 12 回こまえ社保協（社

会保障推進協議会）総会が東京土建狛江支部

会館で開かれ、27 人が参加しました。	

	 記念講演は「健康保険証廃止が及ぼす影響

と今後の運動課題」と題して、東京土建社会

保障対策担当で東京社保協幹事も務める田

村彰宏さんが、マイナンバーとマイナンバー

カード、マイナ保険の違いと問題点から解き

明かし、健康保険証は保険者（事業者や自治

体）が発行の義務を負っているが、マイナン

バーカードの取得は個人の任意であり、マイ

ナカードによる事故や個人情報漏洩は「すべ

て自己責任」であることがよくわかりました。	

	

なぜ国は躍起になるのか	 	

	 不思議なのは政府がマイナカード作成に

20,000 円のポイントを餌にしたり、医療機

関や薬局にマイナ保険証利用率による「報奨

金」を設けるなど躍起になっていますが、そ

の動機を知りたいものです。マイナ保険証の

資格確認「顔認証システム」で、登録時より

やせたため「認証されなかった」という笑え

ない話もありました。街のなかに監視カメラ

が増えていますが、中国のように瞬時に個人	

	

	

とその情報が特定される恐ろしさを感じま

した。	

	 市は唯々諾々として国の方針に従い、マイ

ナ保険証利用率は全国平均よりかなり低い

のに、市議会の一般質問で「健康保険証存続」

を求められても、市長は「対策を講じている」

と冷たい答弁でした。「保険証とマイナ保険

証両立を求める意見書を」という陳情も市議

会は反対多数で否決してしまいました。	

	

参加団体が活動報告と決意表明	

	 岡村会長の開会挨拶、宮坂良子共産党市議

団長、メッセージ２件（東京土建本部、東京

社保協）に続き、牧岡事務局長が憲法を守る

運動、対市要求など経過報告しました。	

	 市は 2020 年以降、コロナを理由に対面で

の懇談にも応じず、昨年以来「どの団体とも

面談しない」という態度です。会場からも「昨

年から市は市民団体に施設を貸せない」と言

い始めていると意見がありました。	

	 活動方針、会計決算・予算が承認されたの

ち、参加団体（調布狛江府中民主商工会、調

布狛江府中民主商工会、新日本婦人の会狛江

支部、豊かな会、こまえ派遣村、狛江生活と

健康を守る会、北多摩中央医療生協狛江班、

東京土建狛江支部）が活動報告と決意表明を

しました。	

	 役員は副会長にこまえ派遣村・岡村透純さ

んを加え、会計監査の脇山康男さんに代わっ

て岩崎保男さんが選ばれました。	

今年は総選挙が 10～11 月に予定されてい

たため、総会時期を延期しました。	

（東野川・前土肥保）	
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一本化はできなかったが「自民はダメ」の民意 

	 市民連合「ちょこみた」＠東京２２区	 衆院選候補・平野義尚さんと懇談	

東野川 前土肥保
総選挙後、立憲野党候補者と選挙結果と野党共

闘について懇談することを決め、12 月 14 日（土）、

日本共産党の平野よしかたさんと懇談しました。会

場は調布市たづくり 6 階 601 会議室、「ちょこみた」

は 11 人が参加しました。年明けに山花いくおさんと

懇談する予定です（記事は Q＆A に短くまとめまし

た。文責は寄稿者にあります）。 

Q, 先の総選挙をたたかった感想などを 

A,自民党候補（伊藤達也氏）を 12 年ぶりに負かせ、

山花さんが当選。私は得票率が 10％を超えた。裏

金と 2000 万円裏公認問題で流れを変えたが、私も

候補者の中で唯一裏金・裏公認をはじめ自民を批

判し、「自民はダメ」の民意が示された。一本化はで

きなかったが、一致点が出来ればやれる、と感じ

た。 

Q,「しんぶん赤旗」のスクープが総選挙のＭＶＰと言

われるのに、なぜ共産党は減らしたのか？ 

A,伸びなかったのは共産党の足腰が弱っているか

らと思う。またＳＮＳで後れを取った。得票率が 10％

を超えたのは 22 区と 19 区だけで、私はＳＮＳに力を

入れて「気候危機打開」などを押し出して 30 代の支

持者が多かった。 

「しんぶん赤旗」はＭＶＰだが、これが共産党の新

聞であることを知らない人が多い。れいわの M 氏は

「赤旗は共産党のことばかり書いていて偏っている」

と。また、「共産党は赤旗からの政治献金を受け取

っているのでは？」という人までいる。 

Q,この 22 区は野党共闘ができなかった。「ちょこみ

た」は東京都の立憲と共産に「候補者一本化」の要

望書をだしたが、検討してもらえたのか。 

A,都知事選を蓮舫さんで統一した東京は３０選挙区

中、共産党が立候補したのは 20 選挙区。山花さん

は都内唯一の連合組織内候補で難しい問題があっ

た。東京の立憲は首長選挙で自民と相乗りしない方

針を持っているが、党代表が「安保法制の何が違憲

か判断する」などと述べて共闘の意志が後退した。 

都議選が６月 22 日か 29 日投票、直後に参院選

が公示され７月 13 日か 20 日投票の見込。全国の１

人区で野党共闘をどうするか？ もし立憲が維新と

組んだら、共産は全区で立候補することになる。参

議院は 10 議席持たないと国会で質問出来ない。11

議席になった 2013年以降は 90回質問できた。選挙

区現有３議席を守り、比例５をとりたい。 

都議選は１人区、２人区は共闘できるが、北多摩

３区（調布・狛江）は３人区なので共産は立てる。野

党共闘が重要だが、共闘して欲しくない勢力が存在

している。市民から「市民と野党の共闘」をつくって

行くのが大事と思う。 

Q,自民党との対決で、例えば選択的夫婦別姓で一

つになる。そういう立場が必要では？ 

A,リニア工事で酸欠気泡が明らかになり外環道問

題も新しい局面を迎えている。大学授業料、介護保

険、など要求にもとづく共闘が重要と考える。

  

 清瀬市でも地域図書館廃止で住民投票めざす 署名8,218筆！ 
	 2024年3月、清瀬市は突然図書館６館のうち４

館を廃止する計画を発表し、市民に十分な説明も

なく議会で決定しました。慌てて市民有志が２週

間で約4000筆もの計画中止の署名を集めるも、

市は態度を変えず、説明会すらまともに開こうと

しませんでした。市民は「住民投票で夢のある図

書館を創るきよせの会」を結成し、「図書館の廃

止勝手に決めないで！」と住民投票条例制定の直

接請求署名に取り組みました。12月7日に8,218

筆の署名を選挙管理委員会に提出、チェックを受

けているところで、1月15日頃市長に条例制定請

求を行う予定です。	

	 清瀬市は人口７.５万人、８.２万人の狛江市と

ほぼ同規模ですが面積は10.23平方キロで6.39平

方キロの狛江よりだいぶ広いです。それぞれの地

域図書館が市民に愛され、特に児童図書館が廃館

になることに子どもたちから反対の声が多数寄

せられています。議会が市民の声を受け止めて住

民投票に踏み切るよう、これからもうひと頑張り。

熱く見守っています。（周東三和子）	



   ⑥ 

	

  1 月の市民運動などの予定
 
※今月、市民運動団体などが予定している各種会議やイベントなど、日程を掲載するコーナーで
す。編集部が把握する情報には漏れがあると思いますので、ぜひあなたの情報をお寄せください。 
※本紙に折り込んでほしいビラなどがありましたら、280部用意してください。会報製本・仕分
け作業日前日が締め切りとなります。折り込み希望の方は、可能な限り、会報の製本・仕分け作
業をお手伝いください。

 

＜改修中の市民センター＞ 

利用区分が４区分になった西河原公民館では、午後②（16：00～19：00）は

やはり空きが目立ちます。思った通り使いにくい時間帯です。 

 

 

 

日  時 会場など 内   容 問い合わせ先など 

9 日（木） 
15 時～16時 

狛江駅前 ９の日行動 
＝駅前署名・宣伝行動	

戦争なんてイヤだ！狛江市
民実行委員会 

10 日（金） 
10 時 30 分～ 

みんなの広場	
「豊かな狛江」2月号 
       編集会議	

 

16 日（木） 
16 時～ 
17 時 30 分 

西河原公民館 
学習室２ 

《平和憲法を広める狛江連絡 
会》《こまえ九条の会》合同世
話人会 

新しい方の参加大歓迎です。 

22 日（水） 
17 時 30 分～
18時 30分 

狛江駅前 《消費税をなくす狛江の会》
の署名行動 

民主商工会や東京土建狛江
支部などが中心。第４水曜
日。 

23 日（木） 
14 時～16時 

東京土建狛江
支部会館 こまえ社保協事務局・役員会 各加盟団体の皆さんは、ご出

席ください。 

27 日（月） 
10 時～12時 

東京土建狛江
支部会館 

戦争なんてイヤだ！狛江市民
実行委員会 全体相談会 

各加盟団体の皆さんは、ご出
席ください。 

27 日（月） 
14 時～16時 

みんなの広場 豊かな会拡大世話人会 世話人以外の方の参加歓迎
です。 

28 日（火） 
9時 30分～ 

みんなの広場 豊かな会会報『豊かな狛江』 
2月号の製本・仕分け作業 

折り込みのある団体はご参
加ください。 



 ⑦ 

祝ノーベル平和賞受賞！ 日本被団協 

	

12 月 10 日、ノルウエーのオスロでノーベル

賞の「平和賞」授賞式が行われ、日本から出向

いた日本原水爆被爆者団体協議会（日本被団協）

の代表委員田中重光さん、田中熙巳さん、箕牧

智之さんがメダルと賞状を受けました。	

田中さんは、授賞式の演説で「核兵器をなく

していくためにどうしたらいいか、世界中の皆

さんで共に話し合い、求めていただきたい」な

どと訴えました。	

	 また、今後、核兵器の開発や使用を禁じる核

兵器禁止条約への参加を日本政府に改めて求

めるなど、核兵器廃絶の実現に向けた活動を続

けていくと決意を述べました。	

	 さらに、「もう一度繰り返します。原爆で亡

くなった死者に対する償いは、日本政府は全く

していないという事実をお知りいただきたい

というふうに思います」と 2 度にわたって原稿

にはない内容を話しました。	

	 箕牧さんは「やっと 1 つの大きな仕事が終わ

ったが、来年は被爆 80 年なので老体にむち打

ってもうひとふんばりしないといけない。3 月

には核兵器禁止条約の締約国会議もあるので、

日本政府にオブザーバー参加を訴えていきた

い」と意気込みを語りました。	

	

	 この日、高校生平和大使も授賞式に出席し、

11 日、オスロ国際平和研究所を訪れ、ヘンリッ

ク・ウーダル所長に面会しました。高校生 4 人

が英語で自分たちの署名活動などについて紹

介。「微力だけど無力じゃない」をモットーに

活動していることなどを伝え、折り鶴を手渡し

ました。	

（なお、狛江の荒木恵美子さんも所属している

「東京学生平和ゼミナール」のメンバーが、

2023 年 NY の国連本部で行われた核兵器禁止条

約第 2 回締約国会議にてスピーチをしていま

す。）	 	 	 	 	 	 	 （岩戸南	 	 小俣三郎）	

	

	

	



 ⑧ 

  狛江の自然 

 

 

 

 

 

 

狛江で「あの夏の絵」を上演
しませんか 
 みなさんは 2024

年8月末から9月に

かけて西河原公民

館ロビーで、新婦人

狛江支部が開催し

た、「高校生が描い

た原爆の絵展」をご

覧になりましたか。  

 原爆資料館の依

頼を受けて、広島市立基町高校の生徒たちが、

直接被爆者の話を聴きながら、その方たちの目

に焼きついた情景を絵にしたのもので、繰り返

し話を聞き、何度も描き直して作り上げた作品

です。展示したのはレプリカでしたが、写真と

また違う強い印象が残りました。 

 記憶を伝え残すために語り始めた被爆者と、

それを受けとめ、絵にすることに挑んだ高校生

たちの 2015 年夏の物語を劇団青年劇場が「あ

の夏の絵」という作品にし、全国の学校や地域

で上演しているのです。狛江在住の劇団員のご

縁で、狛江でもできないかということに。 

 今年 2025 年は広島。長崎に原爆が落とされ

てから 80 年、体験を語れる被爆者の方たちも

高齢化が進み、悲惨な体験の記憶の継承が課題

になっています。舞台上で再現される「記憶の

継承」が、観客達も一緒に体現することができ

るタイムリーな作品です。 

 ぜひ狛江でも若い人たちに見て欲しい。上演

には多くの費用がかかりますが、広く呼びかけ

て実行委員会形式で実現できればと考えてい

ます。一緒にやってみようという方いらしたら、

お声かけください。（周東三和子）

	

野川遊歩道に夕方現れる＂まるちゃん＂（メス） 
 鋭い眼光が特徴で、シャッターを切ると、プイっと横を向いてしまった。他のおっと

りしたオス猫と一緒に、おばちゃんたちと癒し癒されている。そんな暮らしが何年も続

いている。今年も厳しい冬を乗り越えて欲しい。 

                            (和泉本町 西尾 真人) 


